




大師支店・柏谷さん  産休・育休そして店⾧として
       時短復帰
竹ノ塚店で店⾧として勤務していた立場から産休・育休を取得し、1年半
休みました。復帰後は自宅に近い店舗へという会社の配慮により店⾧の
まま大師支店への異動もありました。子供の病気やイベントで早退したり
休んだりすることもありますが、同僚と家族の理解のおかげで続けられてい
ます。

case 4

蒲生支店・平野さん  パートから店⾧へ復帰
ヤマダ薬局で産休・育休を取り、その後はパート勤務を続けていました。子
供が大きくなってきたタイミングで店⾧に復帰しました。ただし、祖父母など
夜まで見てくれる家族が近くに住んでいないため、現在も時短勤務中で
す。子供ももうすぐ中学生になるので、その暁には正社員（フルタイム）に
復帰予定です！

Case 3

このようにヤマダ薬局でも全国的にみても、女性は出産や育児を気に働き方が変化する
ことが多いようです。そして、『時短型』勤務は正社員と比べるとどうしても年収は減って
しまうもの。だからこそ、仕事と育児が両立できるようにバランスが大切なのです！

仕事においてやりがいとは『やりがい≒楽しみ＋大変だからこその達成感』なのかと思いま
す。仕事をする上で、お金は大切ですよね。だからこそ、できるうちに出世する大切さを実感
する今日この頃です。

それでは次のページで、育休を取得した後の働き方にフォーカスを当ててみましょう！！



保育園事情や薬剤師キャリアなど自分のことで不安は尽きないものです。せめて会社の制度
や環境は整っていてほしいところですよね。そして制度が整っているかはもちろんのこと、その制
度がきちんと活用されているのか周りの理解があるのかが大切になってきます。

急な子供の体調不良による
休暇や子供のイベントのための
休暇申請にも難色・・・。
転職したくなる空気に。

もともとパート契約だったが、
出産を機にあっさり契約を
切られた。２人目の出産が
厳しい現状に・・・。

出産前より遠方の店舗に異動さ
せられて、事実上やめてくれと言わ
れたようなものに・・・。

                            世間ではこんな
                            こともあり得るの
                            が現状らしいです。

その点、ヤマダ薬局では理解ある職場・現場でお互い尊重しあって働けます。
その裏付けとして・・・  ①薬剤師の育休後復帰率100％（現在、時短勤務社員3名）
          ②店⾧や幹部の半数が子育て中
          ③管理職の女性率50％
            （  埼玉りそな銀行が30％で国から表彰されたらしい！）

仕事もプライベートも犠牲にすることなくワークライフバランスを確立できる、そんな職場に
みなさんが巡り合えることを願っております。

現在、子どもがいない女性薬剤師にとったアンケート結果を見てみましょう。
出産・育児に関する不安は以下のようなものがありました。

日経DI 2018年6月号より

世間のバッドケース１ 世間のバッドケース２

世間のバッドケース３


